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１．兵庫ジャーナル１．兵庫ジャーナル ２０１１年１１月２８日２０１１年１１月２８日
第３面第３面 第一回神戸マラソン記事より第一回神戸マラソン記事より
写真写真 給水活動などで多くのボランテアが運営を支えた給水活動などで多くのボランテアが運営を支えた
は、同窓会担当の給水所の様子が使用されていますは、同窓会担当の給水所の様子が使用されています

２．兵庫ジャーナル殿より２．兵庫ジャーナル殿より
写真の提供を受けました写真の提供を受けました
記事に使用した写真を提供して頂きました。記事に使用した写真を提供して頂きました。

３．神戸新聞社３．神戸新聞社 ２０１１年１１月３０日２０１１年１１月３０日

地域ニュースから地域ニュースから

神戸マラソン神戸マラソン ボランティアの記事ボランティアの記事

写真は、同窓会担当の給水所の様子が使用されています写真は、同窓会担当の給水所の様子が使用されています

多くの仲間と共に多くの仲間と共に『『協働協働』』の作業で感じることは、洋上大学の作業で感じることは、洋上大学

事業で事業で『『感動感動』』した活動と同じだ！した活動と同じだ！

～兵庫県青年洋上大学同窓会は、来年４０周年を迎えます～～兵庫県青年洋上大学同窓会は、来年４０周年を迎えます～

神戸マラソン神戸マラソン ボランティアボランティア
ご協力ご協力 ありがとうございましたありがとうございました
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１
着
『

神
戸
出
一

年
、
中
巾

は
同
じ
一

学
院
大
、

ゴ
ー
ル
拝

リ

「
感
謝
と
友
情
」
を
テ
ー

マ
に
加
日
午
前
９
時
、
井
戸

知
事
の
号
砲
と
と
も
に
「
第

１
回
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
」
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
全
国
か
ら

スモ

劃く

集
っ
た
約
２
万
３
千
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
神
戸
市
役
所
前
を

ス
タ
ー
ト
、
フ
ル
に
は
２
万
６
４
２
人
、
ク
ォ
ー
タ
ー
は

２
３
１
６
人
が
出
場
し
た
。
長
田
区
の
鉄
人
記
号
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
前
な
ど
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
復
興
を
し
た
ま

ち
を
駆
け
抜
け
、
ク
オ
ー
タ
ー
は
須
磨
浦
公
園
で
フ
ィ

ー
ー
ッ
シ
ュ
。
フ
ル
出
場
選
手
は
、
秋
晴
れ
の
空
が
輝
く

＊ ＊

鐸守r宅正面

垂
泌

ｑ
‐
Ｉ
Ｄ
Ｍ
ｑ
刊
配
置
許

○
…
第
１
回
神
声
マ
ラ

県
、
神
戸
市
、
県

教
育
委
員
会
、
神
戸

市
教
育
委
員
会
、
兵

庫
陸
上
競
技
協
会
で

構
成
す
る
実
行
委
雲

会
が
主
催
。
一
昨
年

立
長
田
貢

圧
中
学
嬬

奏
を
披
露

で
黙
と
一
（

被
災
地
〈

ツ
ーーー曇塞／／

煙
所
前
を
疾
走
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
市
民
広
場
付
近
で
ゴ
ー
ル

ー
タ
ー
は
し
た
。
沿
道
で
は
里
方
３
千
人
が
声
援
を
送
っ
た
。

迎

言
モ
ー
ー
ュ
旧
年
前
の
震
災
か
ら
美
し
く
建
っ
た
ま
ち
を
力
強
く
走
を

さ
し
た
ま
り
、
そ
し
て
元
気
で
温
か
い
応
援
で
、
国
内
外
か
ら
の
復
乱
》

国
で
ブ
イ
興
支
援
へ
の
「
あ
り
が
と
う
」
と
東
日
本
大
震
災
被
災
地
子
が

羅
被
舞
簾
唾
進
』
噸
蹴他

杢

馳
万
３
千
人
が
沿
道
で
応
援
患

神
戸
市
、
県
８
月
か
ら
検
討
、
準
備
を
進
こ
れ
を
具
体
化
す
る
た
め
錘
挿

員
会
、
神
戸
め
て
き
た
。
３
月
ｎ
日
の
東
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
フ
レ
ン
ド
輪
、

委
員
会
、
兵
日
本
大
震
災
の
発
生
で
「
あ
シ
ッ
プ
バ
ン
ク
を
設
立
し
、
五
え

競
技
協
会
で
り
が
と
う
が
エ
ー
ル
に
な
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゼ
ッ
ケ
ン
や
オ

鍵蕊 I描

雀裳

あ
り
』
の
言
葉
患
い
出
し
。

８
月
か
ら
検
討
、
準
備
を
進

め
て
き
た
。
３
月
ｎ
日
の
東

日
本
大
震
災
の
発
生
で
「
あ

り
が
と
う
が
エ
ー
ル
に
な

る
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め

た
。

須
磨
海
岸
沿
い
を
走
り
、
明

石
海
峡
大
橋
の
た
も
と
の
県

立
舞
子
公
園
で
折
り
返
し
、

ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
神
戸

ら
し
さ
あ
ふ
れ
る
コ
ー
ス
を

植月実行委員会会長が｢新しい祥が生まれることを願い､東北復興への勇気、
希望のエールを送ろう」とあいさつｏ井戸知事の号砲でスタートした
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０
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晶
凸
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可
官
‐
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凸
Ｐ
ｐ
Ⅷ
■
田
町
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○
…
大
橋
健
男
松
鳥
町

明
石
海
峡
大
橋
の
た
も
と
の
県
立
舞
子
公

園
で
折
り
返
し
、
ゴ
ー
ル
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
を
め
ざ
し
た

謡慧饗鴬i謹雫
式

繍

鱗
缶

フ
イ
シ
ヤ
ル
グ
ッ
ズ
等
の
売

上
金
の
一
部
は
被
災
地
に
寄

付
す
る
こ
と
に
し
た
。

ス
タ
ー
ト
前
に
は
、
仙
台

市
立
八
軒
中
学
校
と
兵
庫
県

鍵

溌溌iｉ
h､h､

Ｉ鰯
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材
メ

一
つ

が
光
る
。
「
積
善
に
余
慶

は
出
場
選
手
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
沿
道
の
人
た
ち
に
「
素

村
晃
一
さ
ん
が
話
題
に
。

蕊ii;鰯

；
：

さ
も
あ
り
な
ん
。

６
月
末
ま
で
副
町
長
○
阪

宮
城
県
庁
か
ら
出
向
の
西

神
・
淡
路
大
震
災
の
際
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験
○

一
県
先
遣
隊
受
け
入
れ
を
仲

一
介
。
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ

ー
ザ
で
表
彰
し
た
い
と
も
ｏ

ソ
ン
ｃ
ゴ
ー
ル
で
出
迎
え

員
葬
痴
奉
癖
応
丞
綱
蝉
癖
一

一
科
会
で
本
音
議
論
。
京
都
一

一
市
選
出
の
府
議
は
「
市
民
一

一
が
払
っ
た
府
税
を
、
市
内
一

一
に
し
っ
か
り
落
と
す
の
が
一

一
役
目
」
、
奈
良
県
議
は
「
合
一

赫
怒
套
繍
郡
鵠
一

一
併
率
の
少
な
さ
を
説
明
。
一

雨
開
帥
罰
門
旅
鯛

理
屈
は
少
々
妙
な
る
も
、

た
井
戸
知
事
は
「
い
い
滑

ゴ
ー
ル
し
た
の
は

貴
の
早
稲
田
大
４

軍
也
さ
ん
、
女
子

へ
神
戸
出
身
の
神
戸

上
谷
聡
子
さ
ん
。

』
く
の
市
民
広
場
で

一
校
、
神
戸
市
立
本

一
の
生
徒
が
合
同
演

一
、
そ
の
後
、
全
員

を
捧
げ
た
。
東
北

一
ら
約
６
４
０
人
の

一
非
墾
吟
剰
却
》

功
支
え
た
６
千
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
市
民
力
で
素
晴
ら
し
い
大
会
に
添
字

け
て
と
も
に
走
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
耀
遣
整
理

や
給
水
、
救
謹
活
動
な
ど
で

運
営
を
堂
蒸
大
会
の
成
功

在
玄
え
た
。

ま
だ
、
大
倉
剛
の
肥
、
旧

剛
壱
歴
群
》
蝿
一

一
淋
如
マ
ラ
ソ
ン
．
Ｅ

聯
ン
察
ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
１

駕
篭

は
表
彰
式
の
ほ
か
、
「
感
謝

と
友
情
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
た
。

ゴ
ー
ル
地
点
で
は
井
戸
知

事
、
矢
田
市
長
、
植
月
実
行

給水7舌動などで多くのボランティ
アが運営を麦えた．

Ａ

ｌ

一
り
出
し
を
飾
っ
た
」
と
満

一
足
気
。
索
北
被
災
地
か
ら

委
員
会
会
長
が
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
を
目
前
に
じ
だ
ラ
ン

ナ
ー
を
激
励
し
、
完
走
を
と

も
に
喜
び
合
っ
た
。
制
限
時

間
の
７
時
間
が
経
過
し
た
午

後
４
時
に
終
了
Ｏ
井
戸
知
事

絶 え 間 な く 続く、沿道の声援が選
手の励みに

○
…
い
な
み
聯
学
園
が

兵
庫
大
・
短
大
部
』
梯
塑
倶

ま
た
同
学
園
卒
業
生
が
東

北
被
災
地
に
支
援
金
な
ど

一
県
職
Ｏ
Ｂ
ら
の
地
域
貢
献

晴
ら
し
い
走
り
、

の
人
の
協
力
、

井戸知事、矢田市長らがフィニッシュ
し た選 手を 出迎え完走を喜び合った

一
も
約
６
４
０
人
ｃ
「
復
興

一
に
休
ま
ず
努
力
し
て
い
き

空
し
い
走
り
、
多
く

八
の
協
力
、
応
援

ん
で
大
成
功
と

め
な
っ
た
。
神

垂
た
戸
の
市
民
力

Ｉ
れ
を
示
し
素
晴

は
柿
ら
し
い
大
会

で
が
に
な
っ
た
。

趣
辻
成
果
を
次
の

点
き
大
会
に
つ
な

挫
醇
げ
よ
う
」
と

一
ど
呼
び
か
け

ゴ
な
た
ｏ

①
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
走
り
切
っ
た
ラ
ン

ナ
ー
が
感
動
の
ゴ
ー
ル
。
⑤
入
賞
し
た

ラ
ン
ナ
ー
に
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈

ま
し
よ
う
と
い
う
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
伝
わ
っ
た
』
と
秋

晴
れ
の
満
面
笑
顔
。
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新 居当引 ２０１１年(平成23年)１１月３０日

加
日
に
神
戸
市
内
で
開
か

卿
れ
た
案
１
回
神
戸
マ
ラ
ソ

水
ン
」
で
、
実
行
委
雲
雲
務

局
が
課
題
の
洗
い
出
し
を
進

［
口
め
て
い
る
。
大
会
の
教
訓
を

Ｏ
次
回
に
生
か
す
の
が
目
的

３
で
、
県
警
や
関
係
企
業
な
ど

胴
と
も
意
見
交
換
し
、
本
年
度

|地域ﾆニュース ２６
二
三
》

（
本
田
純
一
）

神
戸
マ
ラ
ソ
ン
課
題
集
約

出
鼻
：
。

戊
I全

餅
一
淵

荘

一
五
琴
湘
〃
』
錦
詑
訂
式

零
委
次
回
に
向
け
解
決
策
探
る

､月

漆

色酋伽

の
一
つ
は
、
ラ
ン
ナ
ー
に
供

給
す
る
飲
料
水
の
不
足
。
コ

ー
ス
上
に
給
水
所
過
ヵ
所
を

置
き
、
水
と
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
約
５
万
４
千
脚
を
用
意

し
た
。
し
か
し
当
日
は
気
温

が
比
較
的
高
く
、
ラ
ン
ナ
ー

へ
の
給
水
が
多
か
っ
た
た

め
、
一
部
給
水
所
で
飲
料
水

が
不
足
。
約
１
Ｂ
Ｏ
Ｏ
腿
を

急
き
ょ
、
追
加
し
た
と
い
う
。

ま
た
、
予
想
以
上
の
強
風

で
、
グ
ル
メ
イ
ベ
ン
ト
を
中

止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
に
つ
い
て

も
評
価
の
声
が
あ
る
一
方

で
、
「
カ
ー
ブ
が
多
い
」
「
道

が
狭
い
」
な
ど
の
指
摘
が
あ

っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
応
援
の

芦
や
通
行
規
制
に
つ
い
て
住

民
か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
大
会
の
事
前
の

周
知
を
徹
底
す
べ
き
だ
っ
た

中
に
実
行
委
呈
会
総
会
で
報

告
す
る
。

神
戸
マ
ラ
ソ
ン
は
全
国
か

ら
－
２
万
２
９
５
８
人
が
参

加
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
（
狸
。

１
９
５
薮
）
は
ｗ
・
４
％
が

完
走
し
た
。

実
行
委
に
よ
る
と
、
課
題

と
の
意
見
も
あ
る
と
い
う
。

実
行
委
事
務
局
は
「
外
部

し
た
い
」
と
し
て
い
る
。

TEL:o78-36Z7D40

079-287-〃2５

079-ｲ22-20刀

0798-33-55打

079-563-2256

078-Ｗ２割ｲ3ｲ３

0799-22-277

0795-忽－５６５６

0796-22-3２７

0795-72-05‘０

06.．“ｲﾒ8４７

050-375〆4234

ｊ，地織亨胸埋薗

神戸マラソンの給水所。一部で飲料水不

足が指摘された＝20日､神戸市長田区(撮
影・宮路博志）

本社社会部

姫路支社編集部

東播支社編集部

阪神総 局

北摂総 局

明石総局

淡路総 局

北播総 局

但馬総 局

丹波総 局

大阪支社編集部
東京支社編集部

■
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欝
鳴
凹
蕊ニニ ニ ユ ンーー

の
意
見
に
も
耳
を
傾
け
、
時

間
を
か
け
て
解
決
策
を
検
討


